


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































推定（presumption in favor of development：計画許可優先の前提

































































































































1990年都市農村計画法（Town and Country Planning Act 1990）とそ











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(ａ) 地方開発スキーム（local development scheme）当該地方の計
画の全体像を示すもので、各文書の位置づけや策定方法（タイム
テーブルも）を公的に明示するものである????。
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